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　昔の街並が残る草津の西国街道筋
にあった江戸末期からの大石餅店が
廃業・解体されるのを機に、歴史や文
化についてこれから後世に何が残せ、
何を受け継いでいくかを考えようと、
平成１０年にレクイエムの催しを考
え、「大石餅お別れイベント」を実施し
ました。その終了後、せっかくの催し
を一年きりで終えるのはもったいな
いという思いがあり、次年度も開催す
るため、会を持つ必要があるとの結論
に達し、そこに「草津まちづくりの会」
が誕生しました。
　当初、まちづくりがどういうもので
あるかも分からず、草津公民館の好意
で「町づくり学校」が開かれ、生徒を募
集し、「草津まちづくりの会」も勉強し
ました。また、実際に岡山の勝山に見
学に行ったり、先進の「可部カラスの
会」「西条酒まつり」「千田わっしょい
祭」主催の人達の話を聞いたりもしま
した。
　そして年に一回、九月の第一土・日
（最初は八月第四土・日）に『草津オー
プンミュージアム』を開催することに
しました。地域の人の協賛も得て、「住
んでよかったわがまち草津」「ぶらり
きんさい草津まち」のキャッチフレー
ズで活動を続け、その活動が評価さ
れ、「ひろしま街づくりデザイン賞」
「国土交通大臣賞」を受賞しました。
平成１８年度には、夢街道ルネサンス
推進会議から中国地方の歴史街道を
訪ねる街道の一つとして、「夢街道」と
認定されました。平成１９年で『草津
オープンミュージアム』は第１０回目
を迎えました

＊鏝絵：漆喰（しっくい）を塗った上に鏝で風景や肖像などを描き出した絵　
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